


ステップ１
“もしものとき”を考えてみましょう。

あなたが大切にしたいことや
希望は何ですか。

・病気で長期の療養が必要に
なったら？

・生きられる時間が限られて
いるとしたら？

「家族や大切な人の傍で過ごし
たい」
「好きなことを続けたい」
「家族に負担をかけたくない」
「ひとりでのんびり過ごした
い」

ステップ２
信頼できる人はだれかを考えてみましょう。

あなたの代わりに伝えてくれる人は誰で
すか？
予期しない出来事や病気で自分の思いや
希望が伝えられなくなったら？

あなたの価値観や思いを尊重して、あな
たの代わりに医療やケアの話し合いをし
てくれる人を選んでおくことが大切です。
選ぶ人（代理人）は複数の方が安心です。
「配偶者（夫・妻）」「子ども」
「きょうだい」「親戚」「友人・知人」

ステップ３

①病名や病状
②予測される経過と必要となる
医療やケア

自分の健康状態やこれからの医療
を知っておくことは、希望を考え
るためにも必要なことです。
聞いたことは、代理人と共有して
おきましょう。

※現在、病気療養中でない方はこの
ステップは省略してください。

ステップ４
希望する医療やケアについて話し合いましょう。

あなたが病状の悪化などで自分の希望を伝えられなくなった場合
にどのような医療やケアを受けたいか場所も含めて、代理人や
かかりつけ医、ケアに関わる医療職や介護職と話し合っておく
ことが大切です。
「できるだけ自宅で過ごしたい」
「病気と闘って１日でも長くいきたい」
「延命の処置は受けたくない」など

ステップ５
書き留めておきましょう。

話し合ったことは、記録として書き留めてお
きましょう。
思いや希望は、時間の経過や健康状態によっ
て変わるものです。
読み返して、何度書き直しても構いません。

さっそく
今からはじめてみましょう！！

あなたの きぼうに ぴったりプラン

Ａ Ｃ Ｐ

何度でも見直して、家族や身近
な人と繰り返し話し、自分の思
いや希望を共有しましょう。


